
繰り返し学習（ベース学習）による基礎的基本的内容の定着 
【松伏町教育委員会】 

１ 学校、学年、教科  中学校、全学年、5教科 

 

２ ねらい 

 5教科（国語、社会、数学、理科、英語）における基礎的基本的な内容を身につける。 

 

３ 取組内容  

  「思考力･判断力･表現力等」の育成に必要な基礎的基本  

的な内容について確実な定着が必要である。本校では、 

5教科の基礎的基本的な内容の定着を図るために帰りの  

会前の 10分間を活用し、全学年で繰り返し学習を実施して  

いる。（ベース学習）毎日同じ課題を原則 2週間自習形式 

で繰り返し学習し身につけている。5教科で順番に行って 

いる。 

学習内容はその時点での授業で必要な基礎的基本的な 

内容や、3年間を見通して身につけておくべき内容である。 

また繰り返し学習の成果の確認として、学習途中でプレ  

テストを行い、成果の確認をしその後の繰り返し学習に活 

かしている。最後に合格基準点（ほとんどが 100点満点中 

80点）を目標とし、確認テストを行っている。 

合格基準点に達しなかった生徒は、放課後等を利用し 

合格基準点に達するまで再テストを行ったり、補習学習を  

行う。 

合格生徒の数などを参考に習得状況を把握し、次回の取

組に活かしている。 

 

    

  

                                                                                                                                                                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画例 ベース学習計画（教師用） 

 

実践例１ 学習到達度（級）を生徒に示した実践例（目的意識の高揚） 

計画 
〔学習内容確認〕 

成果確認 
〔確認テスト〕 

実践 
〔繰り返し学習〕 

事後指導 
〔再テスト〕 

この計画をみて教科担当教

師が計画、準備する。 

各生徒が自分の能力に合わせて目標を設定でき

る。かつ、次の級に進むことで学習意欲がわく。 

□繰り返し学習（ベース学習）の検証改善サイクル□ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ４ 成果と課題 

   この基礎的基本的内容の繰り返し学習の  

確認テストの合格者の平均は、全体の 75％ 

である。合格者には、合格証を毎回手渡し学 

習意欲が高まっている。また不合格者につい 

ても合格するまで再テストや別課題を与え補 

習学習をするので、すべての生徒が基礎的基 

本的な内容を習得するシステムができてい   

る。 

   課題は、習得した基礎的基本的な内容の  

活用である。これは授業での指導の工夫改善  

が必要である。また、学年ごとに積み重ねた 

計画や学習内容の資料を毎年使用できるに 

することである。これは各学年の各教科主担 

当の教師が単独に計画･実施しているものを 

教科部会によるベース学習にしなければなら 

ない。教科部会の研修のひとつとし、本校とし 

てのベース学習の確立を図っていきたい。 

 

実践例２ 事前に学習の進め方や内容等を生徒に示した実践例（事前指導の例） 

実践例３ 到達度を配慮した確認テスト（級を設定） 

10 分間の学

習の進め方 

各日の学習

内容の確認 

学習した範囲で級を

設定。 

回を重ねるごとに、挑

戦できる級を変えら

れことで、学習意欲を

喚起する。 

具体的な学

習内容 


